
「文化財の歴史授業活用方法の研究」

－「ふるさと教育」に視点を置いた小学校での授業実践－

鳥取県埋蔵文化財センター

（併）県教育委員会小中学校課



１ ふるさと教育の意義

①「ふるさと教育」の充実

○県教育に関する大綱

ふるさと鳥取に愛着と誇りを持ち、郷土を支える人財の育成の
ため、幼児期から高等学校までの各段階に応じたふるさと教育に
取り組みます。

また、史跡、まちなみ、建築物、郷土芸能、伝統芸能、民工芸等
の様々な郷土の貴重な財産に触れたり、美しい星空をはじめとし
た豊かな自然に触れる機会を充実させるなど、ふるさとの良さを
感じる体験や、地域や地元企業等と連携した地域課題の解決に向
けた探究的な学習等を進めます。

身近なところに全国に誇れるすばらし国指定・県指定文化財、
遺跡があることを児童・生徒が知り、触れることで「郷土愛の醸
成」を図る。

※県外に出ても、誇れる郷土があることが重要！



・「ふるさと教育」に特化しすぎ、各教科の目標とずれてし
まわないような実践

・新たな時間を使って「ふるさと教育」を実施するのではな
く、通常授業の中に「ふるさとの魅力」を表す教材を活用

・ふるさとの関する教材は、全国と結びつくものを選び、児
童・生徒の関心意欲を高める

実施方針



教科書の内容



活用例１（実物提示）



小学校の第６学年社会科教科書



活用例２（青谷上寺地遺跡）



実践例：

「ふるさと教育」と社会科学習・総合的な学習の連携

身近な文化財、遺跡を学習に取り入れることにより、児
童・生徒は資料集等の紙面だけではなく、近所の史跡・遺跡
と出土品などの実際の現地、実物の資料を体感することがで
き、学習に向ける関心意欲がアップする。

・児童生徒にとって身近な存在←話題に触れやすい

・関係する資料を調べやすい←実際に現地に行くことも可能
実際に資料を見て触れることも可能
実際に話を聞くことも可能

本
物
の
魅
力



大兵馬俑展 展示の本物は８体だけ

本物の力
・私と同じくらいの身長にびっくり！
・黒いのは漆、その上に色がつけてあった！
・手の握り方などから何を持っていたかが分かる！

でも



歴史学習の導入に効果的、また、地域の歴史が全国
の歴史に結びつく機会

「主体的学び」・「対話的学び」・「深い学び」に
結びつく学習に。

※副産物として地域（近所）の歴史は親子の会話も
誘導



埋蔵文化財センターの今年度の取組

○学校での歴史授業実施

〔縄文時代～古墳時代のまとめ〕

・地域の遺跡、出土品を使った縄文、弥生、古墳時代のまとめ学習

小学校 ： ２授業

〔戦国時代の導入〕

・地域の中世城館を教材にした戦国時代の学習

小学校 ： ７授業

〔奈良時代の地方社会の学習〕

・奈良時代の地方社会について青谷横木遺跡等の遺構、出土品を

教材にした学習

高等学校 ： １授業

○学校での「総合的な学習の時間」授業実施

〔湖山池の学習の導入〕

・総合的な学習の時間での湖山池の歴史についての学習

小学校 ： １授業



学校での歴史授業実施



湖山池の変遷

縄文時代前期頃 縄文時代後期頃

弥生時代頃 古墳時代頃



４年生の総合的な学習の時間



授業後の感想

〇授業後の児童・生徒の地域への思い（主なものを記載）

・身近なところに遺跡（お城も含む）があって驚いた。また。自分たち

の地域が歴史あるところということが分かった。

・すごい遺跡がある地域であることが分かり、誇りに思う。

・自分たちの地域の歴史が教科書に出てくる出来事と関係していたこと

がすごいと思った。

〇先生達の感想

・児童の関心意欲がいつもより高かった。また、大変喜んでいた。

・本物の出土品に触れる貴重な経験を児童がすることができ、大変よ

かった。

・授業内容に合わせて、専門的な内容も盛り込んであり、大変よかった。

・自分でこの内容の授業準備をすると大変な労力がかかるが、それがな

い上、学習効果も高い。



授業後の児童のアンケート結果
変わらない
１０％

すきになった
５０％

もともとすき
４１％


